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地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

 都立・公社病院の独法化はまだ正

式に決まったことではありません。

独法化を正式に決めるのは都議会で

す。4月と6月に行われた都議会には

独法化の議題は出されませんでし

た。7月には都議会議員選挙があり

ますが、選挙前にコロナ禍での独法

化を決めれば多くの反発を呼ぶと考

えたからでしょう。もし独法化が本

当に都民医療を改善させるなら、都

議選を前に公約として都立・公社病

院の独法化を大きく掲げてもいいは

ずです。しかし、独法化を推進する

都民ファーストや自民党は公約とし

て都立・公社病院の独法化を掲げていません。コロナ医療の充実と都立・公社病院の独法化が両立

しないことを、独法化を推進しようとする人が良く分かっているということでしょう。神奈川県は

県立病院を独法化したからコロナに柔軟に対応できたという意見がありますが、以前紹介した慶応

大学の濱岡教授のコロナ対応ランキングの「人口当たりの受け入れ確保病床数」は東京より低い評

価です。重症化のスピードが速い変異株から命を守るためには、少しでも早い治療開始が必要で

す。そのためには病床の確保が重要です。柔軟な病床確保は、独法化病院では困難なのです。 

アカウントがない方は支部まで 

 Twitterデモに参加したいけれどTwitter

のアカウントがない、操作できない、とい

う人はFAXやメモで支部にメッセージを寄せ

てください。支部の公式アカウントで、プ

ライバシーを守ったうえでtweetします。 

松沢病院、斎藤前院長が五輪強行を「道徳に反する」と批判 

 斎藤前院長が、コロナ禍でのオリンピッ

ク開催は「市民の受けるべき医療に制限

をかけると言っているに等しい。道徳に反

する」と批判し話題になっています、斎藤

前院長は、朝日新聞の取材に対して「現場

はよくやっているが、相当くたびれてい

る」、「そんな状況で大会を強行することが

倫理的に許されるのか」とコメントしてい

ます。医療者としてまっとうな意見です。 

私のほっぺのように状況に応じて柔軟に対応で

きるのは独法化ではありません 

6月24日19時から21時、 tweetを集中させ

独法化で都民の命を守ることはできません 

をトレンドに 
#都立公社病院の独法化ではなくコロナ医療の充実をもとめます 


